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(57)【要約】
【課題】表示ケースの小型化を図ることにある。
【解決手段】本カウンタケース５は、表示装置５１と、
ケース本体５０と、フロントパネル５２とを、備えてい
る。ケース本体５０は、開口部６０ｄと、複数の支持部
６０ｅとを、有している。開口部６０ｄには、表示装置
５１の少なくとも一部９１が、配置される。複数の支持
部６０ｅは、表示装置５１の外周部を支持するためのも
のである。フロントパネル５２は、表示装置５１の表示
側において、ケース本体５０に装着される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釣用リールの表示ケースであって、
　表示装置 と、
　前記表示装置の少なくとも一部 が配置される開口部と、前記表示装置の外周部を支持
するための複数の支持部とを、有するケース本体と、
　前記表示装置の表示側において前記ケース本体に装着されるパネル部材と、
を備えた表示ケース。
【請求項２】
　前記表示装置の外周部は、複数の前記支持部と前記ケース本体との間に配置される、
請求項１に記載の表示ケース。
【請求項３】
　複数の前記支持部の少なくともいずれか１つは、雌ねじ部と、前記雌ねじ部に螺合され
るボルト部材とを、有している、
請求項１又は２に記載の表示ケース。
【請求項４】
　前記表示装置の外周部は、複数の前記支持部の少なくともいずれか１つに係合する凹部
を、有している、
請求項１から３のいずれか１項に記載の表示ケース。
【請求項５】
　前記表示装置は、表示部 と、前記表示部に光を導光する導光部 とを、有しており、
　前記表示装置の外周部は、前記導光部の外周部であり、
　前記表示部は、前記パネル部材と前記導光部との間において、前記開口部に配置される
、
請求項１から４のいずれか１項に記載の表示ケース。
【請求項６】
　前記表示装置は、前記導光部を補強する補強部を、さらに有しており、
　前記表示装置の外周部は、前記導光部の外周部及び前記補強部の外周部である、
請求項５に記載の表示ケース。
【請求項７】
　前記ケース本体は、前記パネル部材を装着するためのパネル装着面を、有しており、
　前記パネル装着面の外形は、多角形状に形成されており、
　前記パネル装着部の外周に近い前記開口部の隅角部は、隅切りされている、
請求項５又は６に記載の表示ケース。
【請求項８】
　前記表示装置を制御するための制御基板、
をさらに備え、
　前記ケース本体は、前記開口部と複数の前記支持部とを有する第１本体部材と、前記第
１本体部材に装着され前記第１本体部材との間に内部空間を形成し前記制御基板が配置さ
れる第２本体部材とを、有し、
　前記パネル部材は、前記第１本体部材に配置される、
請求項１から７のいずれか１項に記載の表示ケース。
【請求項９】
　前記請求項１から８のいずれか１項に記載の表示ケースと、
　前記表示ケースが装着されるリール本体と、
　前記リール本体に回転自在に装着されるハンドルと、
　前記ハンドルの回転によって釣り糸が巻き付けられるスプールと、
を備える釣用リール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、釣用リールの表示ケース、及び釣用リールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の釣用リールでは、表示ケースを備えたものがある（特許文献１を参照）。表示ケ
ースは、主に、表示装置（１４）と、基板（１５）と、外装材（１０、１０Ｂ）とを、有
している。この表示ケースでは、基板（１５）が、外装材（１０、１０B）に配置され、
ネジ部材で固定されている。また、基板上には、緩衝材（１６）を介して、表示装置（１
４）が装着されている。また、表示装置（１４）は、基板上に設けられた支持部材（１４
Ａ）によって、左右の方向の位置決めが行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録２５２９１２７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の表示ケースでは、表示装置（緩衝材を含む）が基板上に配置されていた。このた
め、基板には、表示装置を配置するためのスペース、及び表示装置を位置決めするための
支持部材を配置するためのスペースを、用意する必要があった。すなわち、従来の構成で
は、上記のスペースを確保するために、基板の大きさが大きくなってしまうおそれがある
。このため、基板まわりの構成、すなわち基板を覆う表示ケースが、大きくなってしまう
おそれがあった。
【０００５】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、表示ケースの
小型化を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　発明１に係る釣用リールの表示ケースは、表示装置と、ケース本体と、パネル部材とを
、備えている。ケース本体は、開口部と、複数の支持部とを、有している。開口部には、
表示装置の少なくとも一部が、配置される。複数の支持部は、表示装置の外周部を支持す
るためのものである。パネル部材は、表示装置の表示側において、ケース本体に装着され
る。
【０００７】
　この表示ケースでは、表示装置の少なくとも一部が開口部に配置されるように、表示装
置の外周部がケース本体の複数の支持部に支持されている。このように、この表示ケース
では、表示装置が、基板に固定されるのではなく、ケース本体に固定されているので、基
板上に上記のスペースを確保する必要がなくなる。これにより、基板を小型化することが
できる。すなわち、表示ケースを、小型化することができる。
【０００８】
　また、表示装置を基板に固定する従来技術では、基板の面積の制約から、表示装置を大
型化することが難しい。しかしながら、この表示ケースでは、表示装置を基板に固定する
のではなく、ケース本体に固定しているので、表示装置を大型化することができる。
【０００９】
　発明２に係る釣用リールの表示ケースでは、発明１に記載の表示ケースにおいて、表示
装置の外周部が、複数の支持部とケース本体との間に配置される。この場合、表示装置の
外周部が、複数の支持部とケース本体との間に配置されるので、表示装置をケース本体に
確実に固定することができる。
【００１０】
　発明３に係る釣用リールの表示ケースでは、発明１又は２に記載の表示ケースにおいて
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、複数の支持部の少なくともいずれか１つが、雌ねじ部と、雌ねじ部に螺合されるボルト
部材とを、有している。この場合、上記の少なくとも１つの支持部の雌ねじ部に、ボルト
部材が螺合されるので、表示装置をケース本体により確実に固定することができる。
【００１１】
　発明４に係る釣用リールの表示ケースでは、発明１から３のいずれか１項に記載の表示
ケースにおいて、表示装置の外周部が、凹部を有している。凹部は、複数の支持部の少な
くともいずれか１つに係合する。この場合、表示装置の外周部の凹部が、複数の支持部の
少なくともいずれか１つに係合するので、表示装置をケース本体に確実に位置決めするこ
とができる。
【００１２】
　発明５に係る釣用リールの表示ケースでは、発明１から４のいずれか１項に記載の表示
ケースにおいて、表示装置が、表示部と、表示部に光を導光する導光部とを、有している
。表示装置の外周部は、導光部の外周部である。表示部は、パネル部材と導光部との間に
おいて、開口部に配置される。この場合、導光部の外周部が、複数の支持部によって支持
される。また、表示部は、パネル部材と導光部との間において、開口部に配置される。こ
のように、導光部及び表示部を配置することによって、表示ケースの厚みを薄くすること
ができる。
【００１３】
　発明６に係る釣用リールの表示ケースでは、発明５に記載の表示ケースにおいて、表示
装置が、導光部を補強する補強部を、さらに有している。表示装置の外周部は、導光部の
外周部及び補強部の外周部である。この場合、導光部の剛性が小さくても、補強部が導光
部を補強しているので、導光部の外周部を、複数の支持部によって確実に支持することが
できる。
【００１４】
　発明７に係る釣用リールの表示ケースでは、発明５又は６に記載の表示ケースにおいて
、ケース本体が、パネル部材を装着するためのパネル装着部を、有している。パネル装着
部の外形は、多角形状に形成されている。パネル装着部の外周に近い開口部の隅角部は、
隅切りされている。
【００１５】
　この場合、ケース本体には、多角形状のパネル装着部が設けられている。このパネル装
着部の外周に近い位置に存在する開口部の隅角部は、隅切りされている。これにより、パ
ネル装着部の外周と、開口部の隅角部との間の間隔を、大きくすることができる。これに
より、パネル部材とパネル装着部の外周との隙間からの異物（水を含む）の侵入を、確実
に防止することができる。
【００１６】
　発明８に係る釣用リールの表示ケースは、発明１から７のいずれか１項に記載の表示ケ
ースにおいて、表示装置を制御するための制御基板を、さらに備えている。ケース本体は
、第１本体部材と、第２本体部材とを、有している。第１本体部材は、上記の開口部と、
上記の複数の支持部とを、有している。第２本体部材は、第１本体部材に装着される。第
２本体部材には、制御基板が配置される。パネル部材は、第１本体部材に配置される。
【００１７】
　この場合、第１本体部材が、上記の開口部と上記の複数の支持部とを有しているので、
表示装置は、第１本体部材に配置される。また、第２本体部材には、制御基板が配置され
る。これにより、本表示ケースでは、従来技術のように基板上に表示装置用のスペースを
確保する必要がないので、基板を小型化することができる。すなわち、表示ケースを、小
型化することができる。
【００１８】
　発明９に係る釣用リールでは、請求項１から８のいずれか１項に記載の表示ケースを有
するリール本体と、リール本体に回転自在に装着されるハンドルと、ハンドルの回転によ
って釣り糸が巻き付けられるスプールとを、備えている。
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【００１９】
　この釣用リールでは、表示ケースが、発明１から７のいずれか１項に記載の表示ケース
になっている。これにより、表示ケースの小型化を図ることができる。すなわち、釣用リ
ールの小型化を図ることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、表示ケースの小型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態による電動リールの斜視図。
【図２】その正面断面図。
【図３】カウンタケースの上面図。
【図４】カウンタケースの内部を下方から見た図。
【図５】カウンタケースの内部を下方から見た斜視図。
【図６】カウンタケースの断面図。
【図７】ＬＣＤの上面図。
【図８】導光板の上面図。
【図９】表示装置の部分断面を示す模式図。
【図１０】本発明の他の実施形態によるカウンタケースの内部を下方から見た斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　＜全体構成＞
　本発明の一実施形態を採用した電動リール１０は、釣り糸を前方に繰り出す。電動リー
ル１０は、図１及び図２に示すように、主に、ハンドル１と、リール本体２と、スプール
３と、モータ４と、カウンタケース５（表示ケースの一例）とを、備えている。ハンドル
１は、リール本体２に装着されている。スプール３は、リール本体２に回転自在に装着さ
れている。モータ４は、スプール３に内蔵されている。カウンタケース５は、水深表示等
を行うためのものであり、リール本体２の上部に装着されている。リール本体２の内部に
は、ハンドル１の回転及びモータ４の回転をスプール３に伝達する回転伝達機構６が、設
けられている（図３を参照）。
【００２３】
　＜リール本体の構成＞
　リール本体２は、図１及び図２に示すように、フレーム１３と、フレーム１３の両側を
覆う第１側カバー１４及び第２側カバー１５と、上カバー１６と、前カバー１７と、を有
している。
【００２４】
　上カバー１６は、フレーム１３と、第１側カバー１４及び第２側カバー１５との間に配
置され、且つ第１側カバー１４及び第２側カバー１５との上部に、配置されている。また
、上カバー１６は、第１側カバー１４及び第２側カバー１５に対して、前後方向及び左右
方向に沿うように、第１側カバー１４及び第２側カバー１５に装着されている。
【００２５】
　前カバー１７は、フレーム１３の前方を覆っている。フレーム１３は、アルミニウムダ
イキャスト製の一体成形された部材であり、第１側板１３ａ及び第２側板１３ｂと、連結
部材１３ｃとを、有している。
【００２６】
　第１側板１３ａには、円形の第１開口１３ｄが形成されている。第１開口１３ｄには、
モータホルダ７が装着されている。第１側板１３ａの第１開口１３ｄの周囲には、周方向
に間隔を隔てて、複数（例えば６個）の貫通孔（図示しない）が形成されている。貫通孔
は、モータホルダ７を第１側板１３ａに固定するために使用される。
【００２７】
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　第２側板１３ｂには、円形の第２開口１３ｅが形成されている。第２開口１３ｅには、
回転伝達機構６を含む各種の機構を装着するための機構装着板１９が、装着されている。
第１側カバー１４は、ハンドル１と逆側に配置され、第１側板１３ａの外方を覆っている
。
【００２８】
　連結部材１３ｃは、第１側板１３ａ及び第２側板１３ｂを複数箇所で連結する。
【００２９】
　第１側カバー１４は、カバー本体１４ａと、冷却カバー１４ｂと、を有している。冷却
カバー１４ｂは、カバー本体１４ａのモータ配置部分に装着される。冷却カバー１４ｂは
、モータ４の冷却用のスリット１４ｃを、有している。
【００３０】
　第２側カバー１５は、ハンドル１装着側に配置され、第２側板１３ｂの外方を覆ってい
る。機構装着板１９は、第２側板１３ｂと、第２側カバー１５との間に配置されている。
機構装着板１９の中心部には、スプール３を支持するための軸受４４が装着される。
【００３１】
　上部の連結部材１３ｃには、カウンタケース５が装着するためのケース受部１１３ｃ（
図１を参照）が、設けられている。カウンタケース５は、固定部材例えばネジ部材を、ケ
ース受部１１３ｃの雌ネジ部１１３ｄに螺合することによって、ケース受部１１３ｃに、
装着される。下部の連結部材１３ｃには、釣り竿を装着するための竿装着脚１８が、設け
られている。
【００３２】
　＜スプールの構成＞
　スプール３は、図２に示すように、釣り糸が巻回される糸巻胴部３ａと、糸巻胴部３ａ
の両端に一体形成された第１フランジ部３ｂ及び第２フランジ部３ｃとを、有している。
糸巻胴部３ａは、中空に形成されている。糸巻胴部３ａの内部には、収納空間３ｄと、遊
星収納空間３ｅとが、形成されている。モータ収納空間３ｄには、モータ４が収納される
。遊星収納空間３ｅには、回転伝達機構６を構成する遊星減速機構４０が、収納される。
遊星減速機構４０は、モータ４の回転を減速してスプール３に伝達する。スプール３の一
端（図２の左側）は、軸受４２によって、モータ４（後述するモータケース２０）に回転
自在に支持されている。スプール３の他端（図３の右端）には、回転支持用の固定板４６
が固定されている。固定板４６は、軸受４４によって、リール本体２の機構装着板１９に
回転自在に支持される。
【００３３】
　＜モータの構成＞
　モータ４は、例えば、ブラシレスモータである。図２に示すように、モータ４は、モー
タケース２０と、モータケース２０の内周面に設けられた固定子２２と、固定子２２の内
周側に配置された回転子２４と、回転子が固定された出力軸２６と、を有している。モー
タケース２０は、耐食性を高めるためにアルマイト処理されたアルミニウム合金製の部材
である。
【００３４】
　モータケース２０は、固定子２２と回転子２４とを、覆うケースである。モータケース
２０には、出力軸２６を回転自在に支持する軸受３０が、装着されている。固定子２２は
、モータケース２０の内周部に固定されている。固定子２２は、図示しない、複数（例え
ば３個）の積層コアと積層コアに巻回されるコイルと、を有している。回転子２４は、出
力軸２６に一体回転可能に取り付けられている。
【００３５】
　出力軸２６には、回転子２４が装着される。出力軸２６は、モータケース２０に装着さ
れた軸受３０と、モータホルダ７に装着された軸受３２と、によって支持される。出力軸
２６の一端（図３の左側）には、出力軸２６の糸繰り出し方向の回転を禁止するためのワ
ンウェイクラッチ３４が、装着されている。出力軸２６の他端（図３の右側）には、回転
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伝達機構６を構成する遊星減速機構４０が、装着されている。
【００３６】
　＜カウンタケース＞
　図１－４に示すように、カウンタケース５は、ケース本体５０と、表示装置５１と、フ
ロントパネル５２（パネル部材の一例）とを、有している。
【００３７】
　ケース本体５０は、フレーム１３に装着される。具体的には、ケース本体５０は、フレ
ーム１３に、固定部材例えばネジ部材（図示しない）を介して、固定される。より具体的
には、ケース本体５０は、上カバー１６と、第１側カバー１４及び第２側カバー１５との
間において、上部の連結部材１３ｃのケース受部１１３ｃ（雌ネジ部１１３ｄ）に、固定
部材例えばネジ部材（図示しない）を介して、固定される。
【００３８】
　ケース本体５０は、第１本体部材６０と、第２本体部材７０とを、有している。第１本
体部材６０は、ケース本体５０の上部を構成する部材である。第１本体部材６０は、第２
本体部材７０の上部に装着される。具体的には、第１本体部材６０は、第２本体部材７０
に嵌め込み装着される。これにより、第１本体部材６０と第２本体部材７０との間には、
表示装置５１及び制御基板９８を配置するための空間が、形成される。
【００３９】
　図３及び図４に示すように、第１本体部材６０が第２本体部材７０に装着された状態に
おいて、カウンタケース５（第１本体部材６０及び第２本体部材７０）は、上述したよう
に、第２本体部材７０に形成されたネジ孔部７０ｆを介して、フレーム１３に固定される
。また、この状態において、カウンタケース５（第１本体部材６０及び第２本体部材７０
）は、第２本体部材７０に形成されたネジ孔部７０ｇを介して、ネジ部材（図示しない）
によって、上カバー１６に固定される。
【００４０】
　第１本体部材６０は、本体部６０ａと、パネル装着部６０ｂと、３つの釦孔６０ｃと、
開口部６０ｄと、複数の支持部６０ｅと、を、有している。本体部６０ａの上面には、パ
ネル装着部６０ｂが形成されている。図３及び図６に示すように、パネル装着部６０ｂは
、パネル装着面１６０ｂと枠部２６０ｂとを、有している。パネル装着面１６０ｂには、
フロントパネル５２が、接着剤によって、装着される。
【００４１】
　パネル装着面１６０ｂの外形は、多角形状に形成されている。具体的には、パネル装着
面１６０ｂの外形は、実質的に台形状に形成されている。パネル装着面１６０ｂの外周部
には、枠部２６０ｂが形成されている。枠部２６０ｂは、パネル装着面１６０ｂの外周部
から外方に突出している。すなわち、枠部２６０ｂは、実質的に台形状に形成されている
。３つの釦孔６０ｃには、操作釦が配置される。
【００４２】
　図４に示すように、開口部６０ｄは、パネル装着面１６０ｂに形成されている。開口部
６０ｄは、実質的に矩形状に形成されている。開口部６０ｄの４つの隅角部２６０ｄの中
の２つの隅角部２６１ｄは、隅切りされている。これら２つの隅角部２６１ｄ（隅切り部
）は、前方側の隅角部である。具体的には、これら２つの隅角部２６１ｄは、他の２つの
隅角部よりパネル装着部６０ｂの外周に近い隅角部である。より具体的には、これら２つ
の隅角部２６１ｄは、他の２つの隅角部２６０ｄより、パネル装着面１６０ｂの枠部２６
０ｂに近い隅角部である。開口部６０ｄには、表示装置５１の少なくとも一部、例えば後
述するＬＣＤ９１（Liquid Crystal Monitor）が、配置される。
【００４３】
　図４－図６に示すように、複数の支持部６０ｅは、表示装置５１の外周部を支持する部
分である。複数の支持部６０ｅ、例えば３つの支持部が、開口部６０ｄの近傍において、
第１本体部材６０に一体に形成されている。具体的には、３つの支持部６０ｅの中の２つ
の支持部（第１支持部６１ｅ）が、開口部６０ｄの一辺を構成する第１縁部１６１ｄに、
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一体に形成されている。２つの第１支持部６１ｅそれぞれは、鉤状に形成されている。言
い換えると、２つの第１支持部６１ｅそれぞれは、実質的にＬ字状に形成されている。２
つの第１支持部６１ｅそれぞれは、基端部７１ｅと、先端部７２ｅとを、有している。基
端部７１ｅは、第１縁部１６１ｄから、パネル装着部６０ｂとは反対側に向けて延びる部
分である。先端部７２ｅは、基端部７１ｅの先端に一体に形成されており、基端部７１ｅ
の先端から開口部６０ｄの開口側に向けて延びる部分である。
【００４４】
　また、図４－図６に示すように、３つの支持部６０ｅの中の１つの支持部（第２支持部
６２ｅ）は、パネル装着部６０ｂの反対側の面に一体に形成されている。この第２支持部
６２ｅは、雌ねじ部８１ｅとボルト部材８２ｅとを、有している。ボルト部材８２ｅは、
雌ねじ部８１ｅの雌ねじに螺合される。
【００４５】
　第２本体部材７０は、ケース本体５０の下部を構成する部材である。図３及び図６に示
すように、第２本体部材７０には、制御基板９８と、モータ制御用の基板９９と、ヒート
シンク９７とが、装着されている。制御基板９８は、リール全体を統括制御する。制御基
板９８には、フレキシブルプリント基板（図示しない）の一端部が接続される。また、フ
レキシブルプリント基板の他端部は、表示装置５１に接続される。
【００４６】
　例えば、制御基板９８は、ＬＣＤ９１及び光源９５を制御する。制御基板９８には、図
５に示すように、導光板９２（導光部の一例）に光を照射するための光源９５が、配置さ
れている。光源９５は、制御基板９８からの信号に基づいて、光の照射タイミング及び照
射時間が、制御される。図５では、光源９５の位置を説明するために、光源９５を第１本
体部材６０上で破線にて示している。
【００４７】
　モータ用の基板９９には、例えば、ＦＥＴ（Field effect transistor）を含むモータ
駆動回路が、配置されている。ＦＥＴは、デューティ比に応じてスイッチングするスイッ
チ素子として機能する。また、ＦＥＴは、例えば、モータ４の固定子２２のコイルを順に
励磁及び消磁するためのスイッチ素子として機能する。
【００４８】
　ヒートシンク９７は、第１本体部材６０及び第２本体部材７０との間の空間の熱を、放
熱する。ヒートシンク９７は、モータ用の基板９９の下方において、第２本体部材７０に
装着されている。
【００４９】
　表示装置５１は、水深表示等を行うためのものである。表示装置５１は、フレキシブル
プリント基板を介して、制御基板９８からの信号を受け取り、この信号に基づいて、水深
表示等を行う。表示装置５１は、外周部において、３つの支持部６０ｅ、例えば２つの第
１支持部６１ｅ及び１つの第２支持部６２ｅによって、支持される。表示装置５１の外周
部は、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅと、ケース本体５０との間に、配置される
。
【００５０】
　図３及び図５－７に示すように、表示装置５１は、ＬＣＤ９１（Liquid Crystal Monit
or）と、導光板９２とを、有している。ＬＣＤ９１は、液晶パネルであり、制御基板９８
からの信号を受けて、情報を表示する。図７に示すように、ＬＣＤ９１は、実質的に矩形
状に形成されている。ＬＣＤ９１の４つの隅角部１９１の中の２つの隅角部１９１ａ（面
取り部）は、面取りされている。ＬＣＤ９１の面取り部１９１ａが開口部６０ｄの隅切り
部２６１ｄ（図３及び図４を参照）に対向するように、ＬＣＤ９１は、開口部６０ｄに配
置される。また、ＬＣＤ９１は、導光板９２と、後述するフロントパネル５２との間にお
いて、開口部６０ｄに配置される。
【００５１】
　図４－５及び図８に示すように、導光板９２は、光源９５からの光を、ＬＣＤ９１に導
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くためのものである。図８に示すように、導光板９２は、実質的に矩形状に形成されてい
る。導光板９２の外周部、例えば導光板９２の一辺には、２つの第１凹部９２ａが形成さ
れている。導光板９２の第１凹部９２ａは、第１支持部６１ｅに係合する。具体的には、
導光板９２の第１凹部９２ａは、第１支持部６１ｅの基端部７１ｅに嵌合される。また、
導光板９２の外周部、例えば上記の導光板９２の一辺に対向する辺には、１つの第２凹部
９２ｂが形成されている。導光板９２の第２凹部９２ｂは、第２支持部６２ｅに係合する
（図４を参照）。具体的には、導光板９２の第２凹部９２ｂには、第２支持部６２ｅの雌
ねじ部８１ｅが配置される。
【００５２】
　このように、第１凹部９２ａ及び第２凹部９２ｂを、第１支持部６１ｅ及び第２支持部
６２ｅに係合させることによって、導光板９２（表示装置５１）が、第１本体部材６０（
ケース本体５０）に位置決めされる。この状態で、ボルト部材８２ｅを雌ねじ部８１ｅの
雌ねじに螺合することによって、導光板９２（表示装置５１）が、第１本体部材６０（ケ
ース本体５０）に固定される。これにより、導光板９２の外周部は、第１支持部６１ｅの
先端部７２ｅ及び第２支持部６２ｅのボルト部材８２ｅの頭部と、第１本体部材６０のパ
ネル装着部６０ｂの背面との間に、配置され、支持される。
【００５３】
　すなわち、表示装置５１の外周部（導光板９２）は、第１支持部６１ｅ及び第２支持部
６２ｅと、ケース本体５０との間に配置された状態で、第１支持部６１ｅ及び第２支持部
６２ｅによって支持される。
【００５４】
　図３及び図６に示すように、フロントパネル５２は、ＬＣＤ９１を覆うパネルである。
また、フロントパネル５２は、光を透過するパネルである。フロントパネル５２は、表示
装置５１の表示側において、ケース本体５０の第１本体部材６０に、装着される。具体的
には、フロントパネル５２は、第１本体部材６０のパネル装着部６０ｂに、接着剤例えば
両面テープによって、装着される。これにより、フロントパネル５２と導光板９２との間
において、ＬＣＤ９１が開口部６０ｄに配置される。なお、図３では、フロントパネル５
２を、破線で表示している。
【００５５】
　＜カウンタケースの組み立て＞
　本カウンタケース５では、まず、導光板９２が、第１本体部材６０に装着される。具体
的には、導光板９２の２つの第１凹部９２ａが、第１本体部材６０における２つの第１支
持部６１ｅに、嵌合される。また、導光板９２の第１凹部９２ａを第１本体部材６０の第
１支持部６１ｅに嵌合した状態で、導光板９２の第２凹部９２ｂが、第１本体部材６０に
おける第２支持部６２ｅの雌ねじ部８１ｅに、配置される。この状態で、ボルト部材８２
ｅが、第２支持部６２ｅの雌ねじ部８１ｅに形成された雌ねじに、螺合される。これによ
り、導光板９２が、複数の支持部（第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅ）と、第１本
体部材６０との間に配置される。次に、ＬＣＤ９１が、第１本体部材６０の開口部６０ｄ
に嵌め込まれ、導光板９２の上に配置される。続いて、フロントパネル５２が、第１本体
部材６０のパネル装着部６０ｂに装着される。続いて、フレキシブルプリント基板を介し
て、第２本体部材７０に装着された制御基板９８のコネクタ（図示しない）と、第１本体
部材６０に装着されたＬＣＤ９１のコネクタ９１ａ（図５及び図７を参照）とが、接続さ
れる。最後に、この状態で、第１本体部材６０が、第２本体部材７０に装着される。
【００５６】
　＜まとめ＞
　（１）本カウンタケース５は、表示装置５１と、ケース本体５０（第１本体部材６０）
と、フロントパネル５２（パネル部材）とを、備えている。ケース本体５０は、開口部６
０ｄと、複数の支持部６０ｅとを、有している。開口部６０ｄには、表示装置５１の少な
くとも一部、例えばＬＣＤ９１が、配置される。複数の支持部６０ｅ（第１支持部６１ｅ
及び第２支持部６２ｅ）は、表示装置５１の外周部を支持するためのものである。フロン
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トパネル５２は、表示装置５１の表示側において、ケース本体５０に装着される。
【００５７】
　このカウンタケース５では、ＬＣＤ９１が開口部６０ｄに配置されるように、表示装置
５１の外周部が複数の支持部６０ｅに支持されている。このように、このカウンタケース
５では、表示装置５１を、制御基板９８に固定するのではなく、ケース本体５０に固定し
ているので、制御基板９８上に上記のスペースを確保する必要がなくなる。これにより、
制御基板９８を小型化することができる。すなわち、制御基板９８を覆うカウンタケース
５を、小型化することができる。
【００５８】
　（２）本カウンタケース５では、表示装置５１の外周部が、第１支持部６１ｅ及び第２
支持部６２ｅ（複数の支持部）と第１本体部材６０（ケース本体５０）との間に配置され
る。この場合、表示装置５１の外周部が、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅと第１
本体部材６０との間に配置されるので、表示装置５１をケース本体５０に確実に固定する
ことができる。
【００５９】
　（３）本カウンタケース５では、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅ（複数の支持
部）の少なくともいずれか１つが、雌ねじ部８１ｅと、雌ねじ部８１ｅに螺合されるボル
ト部材８２ｅとを、有している。前記実施形態では、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６
２ｅの少なくともいずれか１つは、第２支持部６２ｅに対応している。この場合、第２支
持部６２ｅの雌ねじ部８１ｅに、ボルト部材８２ｅが螺合されるので、表示装置５１をケ
ース本体５０により確実に固定することができる。
【００６０】
　（４）本カウンタケース５では、表示装置５１の外周部が、第１凹部９２ａ及び第２凹
部９２ｂを、有している。第１凹部９２ａ及び第２凹部９２ｂは、第１支持部６１ｅ及び
第２支持部６２ｅに係合している。このように、表示装置５１の外周部の第１凹部９２ａ
及び第２凹部９２ｂが、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅに係合するので、表示装
置５１をケース本体５０に確実に位置決めすることができる。
【００６１】
　（５）本カウンタケース５では、表示装置５１が、ＬＣＤ９１と、ＬＣＤ９１に光を導
光する導光板９２（導光部）とを、有している。ＬＣＤ９１は、フロントパネル５２と導
光板９２との間において、開口部６０ｄに配置される。この場合、導光板９２の外周部が
、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅによって、支持されている。また、ＬＣＤ９１
は、フロントパネル５２と導光板９２との間において、開口部６０ｄに配置される。この
ように、導光板９２及びＬＣＤ９１を配置することによって、カウンタケース５の厚みを
薄くすることができる。
【００６２】
　（６）本カウンタケース５では、第１本体部材６０（ケース本体５０）が、フロントパ
ネル５２を装着するためのパネル装着部６０ｂを、有している。パネル装着部６０ｂの外
形は、多角形状に形成されている。具体的には、パネル装着部６０ｂの外形は、実質的に
台形状に形成されている。パネル装着部６０ｂの外周に近い開口部６０ｄの隅角部２６１
ｄは、隅切りされている。
【００６３】
　この場合、第１本体部材６０には、例えば、台形状のパネル装着部６０ｂが設けられて
いる。このパネル装着部６０ｂの外周に近い位置に存在する開口部６０ｄの隅角部２６１
ｄは、隅切りされている。具体的には、このパネル装着部６０ｂの台形の脚に近い位置に
存在する開口部６０ｄの隅角部２６１ｄは、隅切りされている。これにより、パネル装着
部６０ｂの外周と、開口部６０ｄの隅角部２６１ｄとの間の間隔Ｄ１（図３を参照）を、
大きくすることができる。これにより、フロントパネル５２とパネル装着部６０ｂの外周
との隙間からの異物（水を含む）の侵入を、確実に防止することができる。
【００６４】
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　（７）本電動リール１０は、表示装置５１を制御するための制御基板９８を、さらに備
えている。制御基板９８は、第２本体部材７０に配置される。
【００６５】
　この場合、表示装置５１は第１本体部材６０に配置され、制御基板９８は第２本体部材
７０に配置される。これにより、従来技術のように基板上に表示装置用のスペースを確保
する必要がないので、基板を小型化することができる。すなわち、表示ケースを、小型化
することができる。
【００６６】
　（８）本電動リール１０は、上記のカウンタケース５を有するリール本体２と、リール
本体に回転自在に装着されるハンドル１と、ハンドル１の回転によって釣り糸が巻き付け
られるスプール３とを、備えている。この電動リール１０では、上記のようなカウンタケ
ース５を有しているので、カウンタケース５の小型化を図ることができる。すなわち、電
動リール１０の小型化を図ることができる。
【００６７】
　＜他の実施形態＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。特に、本明細書に
書かれた複数の実施形態及び変形例は必要に応じて、任意に組合せ可能である。
【００６８】
　（Ａ）前記実施形態では、表示装置５１が、ＬＣＤ９１と導光板９２とを有している場
合の例を示したが、図９に示すように、表示装置５１が、導光板９２を補強する補強板９
３（補強部の一例）を、さらに有していてもよい。この場合、補強板９３の外周部には、
表示装置５１の外周部と同様に、第１凹部９２ａに対応する凹部９３ａと、第２凹部９２
ｂに対応する凹部（図示しない）が、形成される。これにより、導光板９２の外周部及び
補強板９３の外周部を、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅに支持させることができ
る。この場合、導光板９２の剛性が小さくても、導光板９２が補強板９３によって補強さ
れるので、導光板９２を、第１支持部６１ｅ及び第２支持部６２ｅによって、確実に支持
することができる。
【００６９】
　（Ｂ）前記実施形態では、表示装置５１が、２つの第１支持部６１ｅ及び１つの第２支
持部６２ｅによって支持される場合の例を示したが、表示装置１５１が、複数の支持部、
例えば３つの第１支持部１６１ｅによって、支持されるようにしてもよい。この場合、例
えば、図１０に示すように、導光板１９２には、３つの第１凹部１９２ａが形成される。
また、第１本体部材１６０（ケース本体１５０）には、３つの第１支持部１６１ｅが形成
される。
【００７０】
　３つの第１凹部１９２ａそれぞれは、対応する第１支持部１６１ｅに嵌合される。具体
的には、まず、導光板１９２の２つの第１凹部１９２ａが、第１本体部材１６０における
２つの第１支持部１６１ｅに、嵌合される。また、これら２つの第１凹部１９２ａを、第
１本体部材１６０の第１支持部１６１ｅに嵌合した状態で、導光板１９２を弾性変形させ
て、他の第１凹部１９２ａが、他の第１本体部材１６０の第１支持部１６１ｅに嵌合され
る。これにより、導光板１９２が、３つの第１支持部１６１ｅと、第１本体部材１６０と
の間に配置される。このように、本実施形態では、表示装置１５１をケース本体１５０に
より容易に装着することができる。なお、この場合も、他の実施形態（Ａ）の補強板１９
３によって、導光板１９２を補強するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明は、釣用リールのケース本体、及び釣用リールに対して、広く適用可能である。
【符号の説明】
【００７２】
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　１００　スピニングリール
　１　　　ハンドル
　２　　　リール本体
　３　　　ロータ
　４　　　スプール
　５　カウンタケース
　５０　ケース本体
　５１　表示装置
　５２　フロントパネル
　６０　第１本体部材
　６０ｂ　パネル装着部
　６０ｄ　開口部
　６０ｅ　支持部
　６１ｅ　第１支持部
　６２ｅ　第２支持部
　８１ｅ　雌ねじ部
　８２ｅ　ボルト部材
　９１　ＬＣＤ
　９２　導光板
　９２ａ　第１凹部
　９２ｂ　第２凹部
　９３　補強板
　１６１ｅ　第１支持部
　１９２　導光板
　１９２ａ　第１凹部
　２６１ｄ　隅角部
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